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.経

務

言告す

叢
戸
第
五
十
七
巻

第

城、

(
唱
曲
調
嘩
百
品
特
九
噛
)

昭
和
十
八
年
九
月
後
行

流
通
界
へ
の
通
貨
の
費
生
消
滅
三
一
一
一
一
一
の
問
題島

回
s 

太

郎

問

題

の

意

義

t 

通
貨
の
費
生
消
滅
と
い
ふ
問
題
に
は
、
凡
そ
、
遇
貨
な
る
も
の
は
、

b
れ
b
れ
の
経
済
生
活
の
裡
に
、
如
何
怒
る
事
情
の
下
院
、

如
何
た
る
形
態
を
以
て
、
歴
史
的
民
愛
生
し
、
ま
た
、
歴
史
的
に
一
消
滅
す
る
比
重
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
弘
研
賓
さ
る
べ
昔

で
あ
る
。
更
に
は
、
ま
た
、
己
白
歴
史
の
進
行
D
裡
に
於
て
、
古
川
ぎ
弐
ぎ
の
殻
展
段
階
を
重
ね
る
に
あ
た
り
、
通
貨
と
じ
て
認
め
ら

る
h
も
の
が
、
如
何
た
る
挺
越
を
途
げ
、
前
段
階
の
週
貨
が
如
何
に
し
て
、
後
段
階
D
通
貨
に
、
そ
白
地
位
を
譲
る
に
至
っ
た
か
、

ま
た
、
前
段
階
白
通
貨
と
併
び
行
は
る
誌
に
至
っ
た
所
の
新
ら
た
詮
る
後
段
階
の
通
貨
は
、
如
何
に
し
て
費
生
を
見
る
己
と
‘
当
た
っ

た
か
、
と
い
ふ
E
と

も

明

ら

か

に

せ

ら

る

べ

き

も

の

で

あ

る

。

/

己
れ
ら
は
、
通
貨
な
る
も
の
L
本
質
を
明
ら
か
に

ι、
そ
の
意
義
主
定
む
る
に
つ
い
て
必
要
注
る
所
で
あ
る
の
み
訟
ら
や
、
金
融

の
機
構
、
い
左
経
済
全
般
D
…
機
構
を
明
ら
か
に
す
る
に
つ
い
て
も
必
要
注
る
研
究
で
あ
る
。
然
し
、
私
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
既

端
遁
界
へ
四
面
貨
回
遊
生
消
滅
と
二
一
一
一
自
問
題

紫
五
十
七
巻

丹、

第一一一揖



施
融
界
~
白
描
貨
白
誕
生
消
滅
と
一
一
一
一
一
白
岡
昆

事
五
十
七
巻

F、
回

第
三
腕

に
一
膝
の
説
明
主
終
へ
た
る
所
で
あ
る
か
ら
、

E

L
に
は
、
通
貨
の
描
民
生
ま
た
は
消
滅
と
い
ふ
乙
と
に
つ
い
て
の
、
も
う
-
つ
の
問

顕
在
取
扱
は
ん
と
欲
す
る
の
で
あ
る
寸

そ
の
問
題
と
い
ふ
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
現
段
階
に
於
て
流
通
し
て
居
る
通
貨
は
、
如
何
た
る
事
情
の
下
に
流
通
界
に
現
は
れ
、
ま

4

日
如
何
な
る
事
情
の
下
に
流
通
界
よ
り
退
く
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
己
と
で
あ
る
。
す
在
は
ち
、
今
日
、

b
が
目
本
の
戦
時
統
制
絞
沸

の
下
忙
於
て
、
通
貨
な
る
も
の
は
、
如
何
な
る
源
泉
よ
り
、
流
通
界
に
具
瞭
的
危
る
愛
生
を
た
し
、
ま
た
、
如
何
在
る
事
情
に
よ
り
、

具
醐
面
的
た
Z
消
滅
を
た
す
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
己
正
で
あ
る
。

通
貨
が
流
通
界
に
現
一
貫
共
膿
的
た
る
後
生
を
た
し
、

t
r、

然
、
そ
の
機
構
を
規
制
す
る
制
度
に
よ
り
て
も
定
ま
h
y

、
ま
た
題
貨
白
棋
に
闘
す
る
制
度
及
び
金
融
機
関
に
闘
す
る
制
度
に
上
っ
て

そ
D
J消
滅
を
た
ず
有
椋
は
、
・
粧
桝
の
溌
展
段
階
に
よ
り
て
も
定
ま

も
定
ま
る
別
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
或
る
も
の
が
、
掛
型
化
せ
ざ
る
聞
は
、
そ
れ
に
闘
す
る
限
り
、
通
貨
の
一
環
生
、
と
治
械
の
有
厳
は
異
る

E
と
た
〈
、
そ
れ
ら
の
或
る
も
の
が
、
務
化
す
る
と
き
は
、
そ
れ
に
闘
す
る
限
り
、
通
貨
の
殻
生
消
滅
の
有
殺
は
異
ら
ぎ
る
を
得
k

h
。
要
す
る
に
、
通
貨
が
、
流
遁
界
へ
現
資
共
惜
的
に
褒
生
消
誠
す
る
の
有
様
は
下
経
怖
の
環
展
に
膝
じ
て
闘
世
相
躍
す
る
の
で
が
る
。

と
こ
忙
漣
ぷ
る
所
は
、
現
在
の

b
が
闘
の
経
済
界
に
於
け
る
遁
貨
の
褒
生
消
滅
で
あ
る
。

一
定
の
絞
怖
の
護
展
段
階
を
匪
蓑
し
て
、
そ
の
流
沼
田
仲
に
週
貨
が
現
資
具
鴨
的
に
抽
出
生
消
滅
す
る
有
殺
を
把
握
せ
ん
と
す
る
と
と

は
、
そ
の
後
生
消
滅
の
有
凶
怖
を
定
む
る
所
の
一
般
的
環
境
た
る
そ
の
粧
怖
の
設
展
段
階
そ
白
も
の
、
経
済
機
構
忙
闘
す
る
制
度
、
週

貨
及
金
融
機
関
陀
闘
す
る
制
度
等
よ
り
現
に
由
来
す
る
所
在
一
々
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
ま
た
、
分
類
綜
合
的
た
る
概
察
を
も

L

社
貯
れ
ば
を
ら
れ
。
と
の
離
よ
り
言
へ
ば
己
主
忙
取
扱
ふ
所
の
問
題
一
は
今
日
b
れ
/
¥
の
流
通
界
に
存
在
す
る
遇
貨
白
、
そ
の
存
在

根
源
忙
闘
す
る
分
析
で
あ
る
と
も
見
る
己
正
が
出
来
る
。



本
滅
的
な
る
後
生

E
創
作
的
な
る
殺
生

現
荘
の
流
通
界
に
存
在
す
る
掻
貨
は
、
如
何
忙
し
で
禁
生
し
た
の
で
あ
る
か
?
、
己
の
問
題
は
、
現
在
の
資
金
は
、
如
何
に
し
で

議
生
し
た
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
己
と
h
同
ビ
事
柄
で
あ
る
。
蓋
し
、
資
金
在
る
も
の
は
、
必
中
何
等
か
の
遁
貨
の
形
に
於
て
存
十
忙
し

な
け
れ
ば
た
ら
白
か
ら
で
あ
る
。
資
金
の
費
生
忙
闘
す
る
問
題
は
、
別
に
、
資
本
の
廻
轄
と
い
ふ
腕
角
よ
り
、
こ
れ
を
取
扱
は
ね
ば

な
ら
自
の
で
あ
る
か
ら
、
己
、
に
は
、
車
忙
、
通
貨
の
費
生
の
問
題
と
し
て
、
こ
れ
を
論
争
る
己
と
h

す
る
。

通
貨
の
褒
生
に
つ
い
て
は
、
先
づ
、
本
源
的
在
る
護
生
と
創
作
的
な
る
費
生
と
に
別
つ
町
視
察
せ
ね
ば
な
ら
由
。
木
源
的
な
る
褒

生
と
い
ふ
は
、
園
内
に
於
け
る
民
聞
の
金
融
取
引
以
外
の
原
因
に
よ
り
、
金
融
界
に
持
ち
来
さ
れ
て
通
貨
と
た
ゐ
己
と
で
あ
る

3

創

行
的
な
る
褒
生
と
い
ふ
は
、
囲
内
に
於
け
る
民
聞
の
金
融
取
引
に
よ
り
て
遇
貨
の
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

本
源
的
高
田
生
の
通
貨
は
、
本
源
的
通
貨
、
創
作
的
費
生
の
遁
貨
は
創
作
的
通
貨
と
い
ふ
己
と
が
問
来
る
で
あ
ら
う
。
然
L
、
こ
の

恒
別
は
縫
生
原
凶
に
よ
る
匝
別
で
あ
っ
て
、
金
貨
と
か
紙
幣
と

r

か
い
ふ
形
態
上
白
匝
別
で
は
た
い
。
お
も
、
金
貨
は
す
べ
て
本
源
的

通
貨
で
は
あ
る
が
、
紙
幣
に
は
本
源
的
通
貨
の
も
の
も
あ
れ
ば
創
作
的
通
貨
の
も
の
も
あ
る
。
事
態
の
順
序
と
し
て
言
へ
ば
、
遇
貨

は
、
本
源
的
な
る
残
生
が
あ
っ
て
、
而
し
て
後
に
、
創
作
的
費
生
が
あ
る
の
で
b
る
、
け
れ
ど
も
、
説
明
の
便
宜
と
し
て
は
、
後
者

を
漣
ぷ
る
己
と
に
よ
っ
て
前
者
が
明
ら
か
と
た
Z
の
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
後
者
よ
り
説
明
す
る
。

園
内
に
於
貯
る
民
間
の
令
融
取
引
に
よ
っ
て
作
り
閉
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
要
す
る
に
資
金
の
貸
借
に
よ
っ
て
作
り
附
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
専
ら
銀
行
の
機
能
に
よ
っ
て
作
り
附
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
銀
行
は
一
方
に
於
て
資
金
の
預
け
入

れ
を
受
け
る
。
そ
し
て
、
他
方
に
於
て
、
そ
れ
を
貸
出
す
。
而
も
、
己
の
担
割
合
忙
於
て
今
日
の
金
融
凶
作
の
賃
情
に
於
て
は
ぬ
そ
の
貸

施
担
界
へ
の
調
貨
の
殺
生
前
腕
、
と
一
一
二
一
四
問
題

第
五
十
七
巻

l'、
王

第
三
一
蝉



流
調
界
へ
の
誼
貨
白
後
生
消
滅
・
と
一
一
三
白
問
題

第
五
十
七
巻

一
凡
六

構

規

P司

向
さ
れ
た
る
資
金
は
、
そ
の
最
大
部
分
が
、
現
金
主
以
て
引
出
さ
れ
る
乙
と
た
く
、
モ
白
ま
a
A

、
預
金
と
し
て
、
銀
行
に
預
け
ら
れ

た
る
士
、
に
て
綿
々
段
受
さ
れ
る
白
で
あ
る
。
す
た
は
ち
、
そ
の
借
入
金
が
梯
尽
さ
る
L
ま
で
、
預
金
通
貨
と
し
て
、
活
動
す
る
白

で
わ
る
。
最
初
の
頂
け
入
れ
ら
れ
た
る
資
金
が
、
消
波
ず
る
乙
と
も
た
〈
、
時
世
態
ず
る
己
と
も
た
く
、
預
金
の
ま
h

に
て
師
時
々
支
梯

に
充
て
ら
る
h

と
共
に
、
更
に
己
の
貸
出
陀
よ
り
て
新
ら
た
に
生
じ
た
る
預
金
た
る
資
金
も
、
同
様
一
江
、
現
金
白
ま
h

に
て
締
士
主

挽
正
芳
て
ら
る
6
h

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
と
の
後
者
売
る
資
金
は
、
銀
行
に
よ
り
て
創
作
せ
ら
れ
た
る
通
貨
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
通
貨
は
、
併
交
人
が
銀
行
よ
り
負
債
す
る
己
と
に
よ
り
、
ま
た
銀
行
は
、
モ
れ
を
預
金
と
し
て
負
債
す
る
こ
と
に
よ

り
て
、
そ
の
相
互
の
負
債

2
z
Z
E骨
Z
E
E
i
に
よ
っ
て
生
れ
出
で
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
す
友
は
ち
、
金
融
取
引
そ
の
も
の
h

所
産
で
あ
る
。
己
の
意
味
に
於
て
、
か
L
る
預
金
通
貨
は
創
作
的
に
殻
生
し
た
も
の
と
い
は
れ
る
の
で
あ
る
。
而
も
、
か
a
A
Z

創
作

的
通
貨
が
向
来
上
る
に
つ
い
て
は
、
銀
行
が
貸
出
を
た
す
元
た
る
本
源
的
通
貨
が
、
む
づ
、
銀
行
白
手
活
に
た
付
れ
ば
な
ら
由
。
創

作
的
通
貨
は
、
と
の
本
源
的
通
貨
を
基
本
企
し
て
、
そ
れ
上
り
縫
展
的
に
出
来
上
っ
た
も
む
だ
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
己
白
賠
に

於
て
E
の
創
作
的
通
貨
は
減
生
的
通
貨
で
あ
る
と
い
っ
一
て
も
よ
い
。

本
源
的
破
生
の
五
態

通
貨
の
創
作
的
費
生
に
闘
す
る
態
様
に
つ
い
て
は
更
に
説
明
す
べ
き
も
り
が
品
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
更
に
他
日
陀
譲
り
、
乙

h

に
は
先
づ
と
の
創
作
的
通
貨
白
基
本
売
る
所
の
通
貨
が
、
本
源
的
に
残
生
ず
る
の
事
情
に
つ
い
て
説
明
し
た
け
れ
ば
た
ら
ね
。

通
貨
の
本
源
的
議
生
と
い
ふ
は
、
前
忙
蓮
ペ
た
る
如
く
、
岡
内
に
於
け
る
民
間
の
金
融
取
引
以
外
の
原
岡
に
よ
り
、
通
貨
が
金
融

田
神
に
賓
ら
さ
れ
る
E
と
で
あ
る
。
創
作
的
議
生
は
、
前
惑
の
如
く
(
圏
内
忙
於
貯
る
民
間
。
金
融
取
引
の
結
果
と
し
て
通
貨
の
稜
生



す
る
と
と
で
あ
る
。
然
し
、
民
間
白
金
融
取
引
に
は
そ
の
貸
借
山
本
た
る
通
貨
が
な
け
れ
ば
注
ら
ぬ
σ

か
L
5
通
貨
が
ず
な
は
ち
、

本
源
的
な
る
稜
生

ιか
h

る
も
の
な
の
で
あ
る
。

園
内
に
於
け
る
民
間
の
金
融
取
引
以
外
の
原
岡
よ
り
し
て
通
貨
が
本
源
的
に
議
生
す
る
の
一
事
情
は
、
、
突
の
五
つ
で
あ
る
。

、
園
内
に
於
け
る
経
縄
問
界
そ
れ
同
ら
の
視
に
於
け
る
費
生

三
、
梅
外
資
金
白
流
入

、
中
央
銀
行
に
於
け
る
有
償
詩
券
の
質
上
げ

問
、
政
府
の
支
梯

五
、
政
府
白
間
資
ま
た
は
貸
出
及
び
中
央
銀
行
の
貸
間

四

関
内
に
於
け
る
経
済
界
そ
れ
自
ら
の
裡
に
於
け
る
礎
生

本
源
的
費
生
の
第
一
に
皐
げ
た
る
園
内
に
於
け
る
粧
梢
界
そ
れ
自
ら
の
禅
に
於
け
る
褒
生
と
い
ふ
は
、
金
融
取
引
に
よ
ら
ー
干
し

て
、
そ
れ
白
誕
生
す
る
こ
と
ぜ
あ
る
。
金
融
取
引
に
よ
り
て
の
後
生
は
、
創
作
的
稜
生
で
あ
っ
て
、
本
源
的
資
生
で
は
た
い
。
金
融

取
引
に
よ
ら
宇
し
て
、
経
済
界
そ
れ
自
ら
の
裡
に
於
て
通
貨
の
裂
生
す
る
と
h
ふ
己
と
は
、
貨
幣
た
る
も
の
が
生
成
L
た
営
初
に
於

て
は
、
そ
れ
が
む
し
ろ
唯
一
の
費
生
事
情
で
あ
っ
た
。
す
な
は
ち
、
財
貨
白
或
る
も
の
が
そ
の
ま
h
用
途
hz
鞠
換
し
て
貨
幣
と
し
て

用
ゐ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
貝
殻
、
皮
革
、
布
市
、
砂
金
、
金
銀
塊
の
如
き
も
の
が
、
貨
幣
'
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
の
は
そ
れ
で
あ

5
。

金
本
位
制
度
が
採
用
せ
ら
れ
て
、
後
は
、
商
品
的
金
が
貨
幣
的
金
と
た
る
こ
と
が
本
源
的
遇
貨
稜
生
の
重
要
た
る
事
情
で
あ
っ
た
の

、

で
あ
る
。
今
日
陀
あ
り
て
は
、
財
貨
の
貨
幣
へ
の
韓
換
は
財
貨
そ
白
も
白
が
貨
幣
と
た
る
の
で
は
た
〈
、
財
貨
の
中
に
で
も
、
特
に

¥
一
流
謡
界
へ
の
癌
貨
の
謹
生
消
滅
と
二
一
一
一
白
問
題

〉

第
五
十
七
巻

"込
七

第
三
腕

五



一
凡
凡
俸
=
一
規

地
金
銀
に
限
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
日
本
銀
行
に
買
上
げ
ら
れ
て
、
日
本
銀
行
券
が
支
沸
は
る
h
己
正
に
よ
り
て
、
そ
れ
が
行

流
遁
鼻
へ
の
遇
貨
の
費
生
消
践
と
一
一
=
一
の
問
題

第
五
十
七
巻

J-" 

は
れ
る
白
で
あ
る
。

今
日
の
一
我
が
聞
に
あ
り
で
は
既
民
事
寅
上
、
金
本
枕
制
度
が
廃
止
せ
ら
れ
、
商
品
的
金
の
貨
幣
的
金
へ
の
牌
換
に
閲
f
z
貨
幣
法

の
規
定
が
停
止
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
か
く
白
如
曹
は
既
に
歴
史
的
事
賓
と
た
り
た
る
も
の
で
、
た
w
h

金
本
位
制
度
の
時
代
に
か
く

ゐ
如
萱
事
情
忙
よ
り
T
一
生
成
せ
ら
れ
た
る
通
貨
が
現
行
の
通
貨
に
引
換
へ
ら
れ

τ・
停
来
的
に
そ
の
存
在
主
槙
け
て
居
る
の
で
あ
る
。

叫
惜
し
た
が
ち
、
現
行
の
遇
貨
制
度
以
前
に
於
て
圏
内
に
於
け
る
経
済
界
そ
れ
自
ら
の
裡
に
残
生
し
た
る
遁
貨
に
し
で
現
行
の
通
貨

へ
鞠
換
じ
た
る
も
白
と
い
ふ
の
丘
、
こ
の
商
品
的
金
の
貨
幣
的
金
と
友
り
た
る
も
の
が
、
更
に
、
現
行
通
貨
に
糊
換
せ
ら
れ
た
る
も

白
、
み
を
云
ふ
の
で
は
な
い
。
我
が
閣
の
貨
幣
は
、
占
代
よ
b
h

種
々
た
る
形
態
に
於
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
形
態
の
費

謹
ム
」
共
に
、
大
第
に
前
形
態
の
も
の
は
後
形
態
の
も
の
に
引
換
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
『
は
、
後
漣
の
第
二
乃
宅
第
四

に
該
営
ず
る
も
の
も
あ
る
け
れ

E
も
、
財
貨
よ
り
貨
幣
一
へ
特
換
せ
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
白
で
あ
る
。
か
く
て
明
治
三
十
年
陀
辛
-

り
、
貨
幣
法
を
制
定
し
、
金
貨
本
位
制
度
を
採
用
し
、
ま
た
、
佐
換
銀
行
券
傑
例
を
改
E
し
て
金
貨
先
換
の
制
度
を
確
立
し
、
己
れ

K
ょ
っ
亡
下
我
が
闘
の
通
貨
は
、
本
位
貨
幣
、
補
助
貨
幣
及
び
先
換
銀
行
法
聖
以
て
整
理
統
一
せ
ら
れ
、
従
前
流
通
の
す
〈
て
の
通

貨
を
と
れ
に
引
換
吸
取
し
た
の
で
あ
る
。

大
東
亜
戦
争
勃
渡
し
、
昭
和
十
七
年
・
日
本
銀
行
法
が
制
定
せ
ら
れ
る
に
常
り
て
先
換
銀
行
券
保
例
を
陵
止
す
る
と
共
に
、
満
訓
仰

事
費
以
来
、

設
布
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
に
闘
す
る
暫
定
底
置
的
危
る
諸
規
定
を
整
理
吸
取
し
て
、
新
ら
た
に
、

日
本
銀
行
法
に
よ
り

て
、
日
本
銀
行
雰
を
以
て
、
戎
が
基
本
的
法
定
通
貨
と
す
る
忙
至
っ
た
。
而
も
、
今
目
は
、
向
ほ
、
亡
の
先
換
銀
行
券
保
例
に
土
る
免

換
銀
行
券
を
以
て
、
日
本
銀
行
券
と
宥
倣
す
Z
と
に
た
っ
て
居
る
が
、
時
相
来
、
新
ら
た
略
目
本
銀
行
券
の
護
行
せ
ら
る
h
践
に
は
E



れ
に
統
整
理
せ
ら
る
る
こ
と
誌
な
る
の
で
あ
る
。
今
H
に
於
て
は
、
日
本
銀
行
券
と
宥
倣
さ
れ
一
た
る
免
換
銀
行
券
に
於
て
、
従
前

の
歴
史
的
停
来
的
通
貨
が
す
べ
て
包
帰
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

前
に
述
べ
た
る
如
く
、
金
本
位
制
度
。
下
に
あ
り
で
は
、
商
品
的
金
が
貨
幣
的
金
と
た
る
と
と
が
、
通
貨
の
本
源
的
な
る
褒
生
事

情
と
し
て
本
格
的
な
も
り
で
あ
っ
た
。
貨
幣
的
金
と
在
る
と
い
ふ
己
と
は
、
金
貨
幣
忙
鋳
治
せ
ら
る
弘
己
と
与
党
換
銀
行
券
の
引
換

準
備
に
定
首
せ
ら
る
h
己
と
や
で
あ
る
。
我
が
貨
幣
法
第
十
四
傑
は
、
「
金
地
金
ヲ
輪
納
シ
金
貨
幣
ノ
製
造
ヲ
請
フ
者
ア
ル
ト
キ
ハ

、
政
府
ハ
共
ノ
請
求
一
一
膝
え
と
と
規
定
し
て
居
る
か
ら
、
己
の
規
定
が
令
準
備
評
償
法
(
蹴
倒
定
一
一
)
を
以
て
、
常
八
刀
趨
用
せ
ら

れ
友
い
己
と
に
在
る
ま
で
は

l
l日
本
銀
行
法
は
、
金
準
備
評
債
法
を
廃
止
す
る
ー
と
共
比
、
貨
幣
法
第
十
四
俸
の
営
分
停
止
を
規
定

し
て
居
る

!
l
金
地
金
を
有
す
る
も
の
は
、
何
時
に
で
も
、
己
れ
を
政
府
に
委
託
し
て
、
金
貨
幣
陀
作
っ
て
貰
ふ
こ
と
が
出
来
た
の

で
あ
る
。
ゆ
ゑ
民
、
商
品
的
金
た
る
金
製
品
ま
た
は
金
塊
等
は
、

E
の
規
定
に
よ
り
て
、
貨
幣
的
金
た
る
所
の
金
貨
幣
民
輔
換
せ
ら

れ
る
己
と
が
出
来
た
。
ま
た
金
地
金
は
己
れ
を
日
本
銀
行
に
喪
却
す
る
と
き
は
、
そ
れ
は
免
換
銀
行
車
悼
の
引
換
準
備
に
充
て
ら
れ
、

そ
の
金
舗
に
恰
営
す
る
所
白
先
換
銀
行
券
が
ー
ー
そ
の
金
買
入
代
金
と
し
て
1

1
費
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

E
れ
忙
よ
っ
て
も
、

商
品
的
金
は
、
貨
幣
的
金
と
た
っ
た
の
で
あ
石
。

輸
出
超
過
白
結
果
と
し
て
、
ま
た
は
、
そ
り
他
の
事
情
に
よ
り
、
外
岡
よ
り
資
金
の
流
入
す
る
場
合
に
鴬
替
相
揚
が
騰
良
し
て
、

調
は
ゆ
る
正
貨
輪
選
騎
を
上
廻
る
と
き
は
、
資
金
は
矯
替
を
以
て
港
金
せ
ら
る
る
と
止
た
〈
、
余
地
A
M

の
輸
送
を
以
て
決
済
に
常
て

ら
れ
る
。
か
〈
の
如
く
に
し
て
海
外
よ
り
流
入
し
た
る
金
は
、
前
週
の
二
つ
の
方
法
に
よ
り
て
貨
幣
的
金
と
た
る
の
で
わ
る
。
と
の

場
合
に
於
て
も
、
財
貨
が
貨
幣
陀
碍
換
せ
ら
る
L
A

も
の
た
る
己
と
陀
於
て
は
、
闘
内
に
於
て
産
附
し
た
る
金
が
貨
幣
的
金
と
在
る
の

と
同
様
で
あ
右
。
然
し
た
が
ち
、
海
外
輸
入
の
金
の
場
合
は
、
吠
陀
遁
ぷ
る
海
外
資
金
の
流
入
と
見
る
ペ
昔
で
あ
る
。

流
遁
回
押
へ
白
癌
貨
の
資
生
消
誠
と
一
一
)
一
一
の
問
題

第
五
十
七
巻

，、
ブL

第
コ
一
揖

七



流
撞
回
押
へ
由
通
貨
自
愛
生
消
滅
ξ
二
三
四
問
題

第
五
十
七
巻

カム
O 

第
=
一
旗

F、

金
本
位
制
度
白
下
に
あ
り
で
は
、
か
く
白
如
く
に
し
て
通
貨
が
裂
生
す
る
E
と
が
、
本
源
的
議
生
と

L
で
の
本
格
的
た
も
の
で
あ

っ
た
。
然
し
註
が
ら
、
今
日
に
於
て
は
前
述
の
如
く
、
貨
幣
法
第
十
阿
保
は
日
本
銀
行
法
を
以
て
、
金
準
備
評
償
法
の
規
定
を
引
織

い
で
停
止
せ
ら
れ
て
居
り
、
党
換
銀
行
雰
傑
例

ι日
本
銀
行
法
を
以
て
廃
止
せ
ら
れ
も
凡
か
ら
、
商
品
的
金
が
貨
幣
的
金
と
K
Z
E
と

は
な
い
。
1
1
4
日
本
銀
行
雰
の
強
行
に
封
す
る
保
護
の
巾
に
は
、
地
金
銀
が
象
げ
ら
れ
て
居
る
。
然
し
、
地
金
銀
が
強
行
保
設
と
た
呂

己
と
は
引
換
準
備
と
た
る
己
と
h
意
味
を
具
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
己
れ
に
主
つ
て
は
貨
幣
的
金
と
た
る
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
.

商
業
手
形
も
同
様
に
遊
行
保
護
と
し
て
而
も
そ
の
第
一
に
奉
げ
ら
れ
て
居
る
け
れ

E
も
、
そ
れ
が
貨
幣
的
な
も
の
と
一
な
ら
な
い
の
と

一
般
で
あ
る
白

|

|

l

か
〈
の
如
く
に
し
て
、
今
日
、
日
本
銀
行
雰
と
宥
倣
さ
れ
て
ゐ
る
所
の
企
換
銀
行
券
」
の
一
部
は
、
古
来
よ
り
現
行
題
貨
制
度
の
直

酬
に
至
る
ま
で
の
悶
に
於
て
、
財
貨
の
貨
幣
へ
締
換
し
た
る
も
白
が
、
申
ー
す
噛
試
す
に
後
の
時
代
の
通
貨
に
引
換
へ
ら
が
A

て
、
己
h

に

五
り
た
る
も
の
が
あ
る
占
共
花
、
園
内
の
産
出
金
銀
塊
が
日
本
銀
行
に
寅
却
せ
ら
れ
て
、
モ
白
代
金
と
し
て
排
出
さ
れ
た
奇
も
の
も

あ
る
。
或
は
、
そ
れ
ら
が
、
若
し
く
は
、
そ
れ
ら
の
一
部
が
銀
行
に
預
貯
入
れ
ら
れ
て
居
る
と
見
る
た
ら
ば
、
銀
行
預
金
と
い
ふ
形

踏
に
於
で
存
在
す
る
の
で
あ
品
。
か
く
白
如
昔
も
の
が
、
我
が
粧
済
界
そ
れ
自
ら
の
棋
に
費
生
し
た
る
通
貨
で
あ
る
。

五

海
外
資
金
の
流
λ

遁
貨
の
本
源
的
議
生
白
第
二
の
事
情
は
、
海
外
よ
り
自
費
金
の
流
入
で
あ
る
。
己
れ
は
二
つ

D
形
態
に
於
て
行
は
れ
る
。
そ
白
一

は
金
銀
塊
の
輸
入
で
あ
旬
、
そ
の
二
は
、
震
替
手
形
に
主
る
流
入
で
あ
る
。
務
併
よ
り
の
金
銀
塊
白
流
入
が
園
内
に
於
貯
る
題
貨
と
註

る
由
は
、
そ
れ
を
日
本
銀
行
に
寅
却
し
た
る
に
謝
し
て
日
本
銀
行
券
を
受
領
し
、
ま
た
は
、
そ
の
代
金
を
銀
行
白
預
金
ー
と
た
す
己
と



に
よ
り
て
ピ
あ
る
じ
合
本
位
制
度
の
時
代
に
於
て
は
、
輸
入
金
塊
は
政
府
に
委
託
し
て
金
貨
幣
に
鋳
造
し
て
貰
ム
乙
と
の
問
来
た
の

は
既
忙
述
べ
た
る
所
で
あ
る
。
今
日
に
於
て
は
、
こ
の
制
度
は
、
停
止
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
日
本
銀
行

ι賓
却
し
た
る
揚
合
に
の

み
通
貨
と
た
る
。
但
し
己
の
場
合
に
於
て
も
、
商
品
的
金
が
貨
幣
的
金
と
在
り
た
る
も
の
忙
あ
ち
ざ
る
己
と
は
前
に
蓮
ベ
た
る
所
で

あ
る
。品

輸
入
金
銀
塊
左
右
す
る
も
の
が
、

日
本
銀
行
以
外
の
も
の
忙
寅
却
し
た
る
と
き
は
、

そ
れ
に
よ
り
て
通
貨
の
愛
生
と
は
左
ち
た

ぃ
。
責
却
者
自
身
の
立
場
K
於
て
は
、
遁
貨
を
獲
得
し
た
乙
と

h
k
る
の
で
あ
る
け
れ

E
も
、
民
受
人
が
、
田
本
銀
行
以
外
の
も
の

な
る
と
き
は
、
既
に
、
そ
れ
以
前
忙
於
て
、
何
等
か
の
原
悶
に
よ
り
、
日
本
銀
行
よ
り
後
行
せ
ら
れ
居
り
た
る
通
貨
を
支
梯
に
充
て

た
の
に
外
た
ら
友
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
通
貨
の
費
生
原
闘
は
、
以
前
の
そ
れ
に
求
む
べ
き
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
曲
目
却
者
の
獲

得
し
た

Z
通
貨
は
、
そ
の
寅
却
に
よ
り
て
袈
生
し
た
の
で
は
た
い
。
己
の
場
合
に
於
て
は
~
モ
の
金
銀
塊
が
日
本
銀
行
に
寅
却
せ
ら

九

句

O
L
ま
で
は
、
商
品
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
岡
家
の
経
済
よ
り
言
へ
ば
財
貨
を
輸
出
し
て
、
そ
れ
が
代
り
に
、
金
銀
塊
ー
と
い

ム
財
貨
を
受
取
り
た
る
E
と
に
外
在
ら
友
い
の
で
あ
る
。

外
国
矯
替
手
形
も
亦
、
日
本
銀
行
に
資
却
し
た
る
と
雪
に
の
み
海
外
資
金
O
流
入
が
閣
内
通
貨
の
務
坐
と
在
り
た
る
も
の
と
認
む

べ
き
で
あ
る
。
日
本
銀
行
以
外
の
も
の
、

例
へ
ば
横
積
百
金
銀
行
に
賞
却
し
た
る
揚
合
に
は
銃
に
、

日
本
銀
行
上

b
帯
泊
押
せ
ら
れ

て
、
横
神
間
正
金
銀
行
の
手
許
に
あ
る
所
の
日
本
銀
行
採
が
支
梯
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
震
替
手
形
白
賓
却
が
遇
貨
の
後
生
左
一
な
り

た
る
も
の
で
は
左
く
、
た
ピ
既
忙
護
生
せ
る
遇
貨
が
所
有
者
世
換
へ
た
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
呂
。

横
演
E
金
銀
行
が
、
外
国
矯
答
買
受
け
の
資
金
主
日
本
銀
行
よ
れ
W

借
受
け
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
支
沸
び
を
註
し
た
る
と
き
は
、
そ
い

の
通
貨
は
後
に
鴻
ぷ
る
第
五
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
模
様
五
金
銀
行
が
‘

日
本
銀
行
よ
り
借
受
け
を
た
さ
宇
、
主

捕
掴
鼻
へ
の
語
貨
の
夜
生
消
滅
主
二
一
-
一
の
問
題

骨
五
+
七
巻

九

第
一
一
一
揖

ブL



掩
語
界
へ
の
誼
貨
の
費
生
消
波
ξ
二
一
一
三
一
の
問
題

第
五
十
七
巻

九

第

挺

O 

た、

H
本
銀
行
俸
を
以
て
支
燐
は
宇
、
自
行
の
現
金
に
振
換
へ
て
だ
沸
を
な
し
た
る
と
雪
は
、
通
貨
の
本
源
的
な
る
残
生
で
は
な
〈

し
て
、
創
作
的
た
る
費
生
で
あ
る
。

通
貨
の
本
源
的
褒
生
の
第
三
の
も
山
と
し
て
皐
ぐ
べ
曹
は
、
中
央
銀
行
の
有
償
誰
潔
買
入
れ
で
あ
る
。
民
聞
に
保
有
す
る
用
の
閲

、

債
、
地
方
債
、
批
債
銀
行
債
等
を
瑳
券
銀
行
た
る
日
本
銀
行
が
買
上
ぐ
る
と
き
は
、
そ
の
封
債
と
し
て
排
渡
さ
れ
た
る
円
本
銀
行
傍

若
し
く
は
付
帯
へ
ら
れ
た
る
銀
行
頂
金
は
、
本
源
的
に
愛
生
し
た
る
週
貨
で
あ
る
。

六

政

府

、

の

支

梯

遁
貨
の
木
源
的
強
生
白
一
第
四
に
事
ぐ
べ
き
も
の
は
政
府
の
支
腕
で
あ
る
。
す
た
は
ち
、
俸
給
、
給
料
、
賀
典
、
そ
の
他
、

切
の

針
人
的
支
梯
と
、
買
入
代
金
請
負
代
金
等
白
封
物
的
支
梯
で
あ
る
。
政
府
と
雌
も
、
我
が
日
本
図
家
粧
済
の
裡
に
あ
る
も
の
た
る
は

言
ふ
ま
で
も
た
い
。
ゆ
ゑ
比
政
府
の
民
間
忙
劃
す
る
支
携
も
、
日
本
圃
家
の
経
済
の
裡
に
於
け
る
活
動
で
あ
る
か
ら
、
鹿
児
遁
貨
と

し
て
、
目
本
圃
家
白
裡
に
存
在
す
る
も
の
で
た
け
れ
ば
、
政
府
と
雄
も
己
れ
を
支
梯
に
克
亡
得
る
も
白
で
は
た
い
。
然
し
た
が
ら
、

一
般
に
、

金
融
界
と
謂
ふ
と
き
は
民
間
金
融
界
を
指
す
り
で
あ
っ
て

そ
の
揚
合

ιは、

政
府
は
そ
の
裡
品
含
ま
れ
て
居
た
い
。

従
っ
て
、
政
府
の
支
梯
は
、
金
融
界
以
外
よ
り
の
通
貨
の
後
生
と
た
る
。

政
府
は
、
岡
家
の
貨
幣
主
権
を
掌
ト
損
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
槽
能
に
よ
り
て
白
ち
貨
幣
を
作
る
亡
と
が
出
来
る
。
貨
幣
法

に
規
定
す
る
所
の
貨
幣
及
び
臨
時
過
貨
訟
に
規
定
す
る
所
の
臨
時
通
貨
は
、
政
府
自
ら
ζ

れ
を
作
製
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
左
が
ら
.



政
府
は
、
日
本
銀
行
券
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
目
本
銀
行
法
を
以
て
、
日
本
銀
行
に
モ
の
議
行
の
榛
能
を
興
へ
て
居
る
。

そ
し
て
今

日
に
於
て
は
、
政
府
の
支
梯
は
す
べ
て
日
本
銀
行
を
し
て
E
れ
に
営
ら

L
め
て
居
る
。
ゆ
ゑ
に
、
政
府
支
沸
と
い
ふ
事
情
に
よ
る
所

の
通
貨
の
本
源
的
後
生
は
、
日
本
銀
行
主
通
じ
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。

日
本
銀
行
を
遇
や
る
所
の
政
府
の
支
梯
は
、
形
式
上
に
於
て
は
、
今
日
は
、
同
本
銀
行
券
及
び
臨
時
通
貨
を
以
て
す
る
所
の
支
槻

で
あ
る
。
然
し
た
J
F
ら
、
そ
の
支
排
命
令
は
、
日
本
銀
行
宛
の
小
切
手
を
以
て
怒
さ
る
る
が
ゆ
患
に
、
す
べ
て
、

が
乙
れ
を
自
己
の
取
引
銀
行
の
涙
金
と
す
る
。

E
の
場
合
に
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
預
金
の
民
間
調
令
一

l

H本
銀
行
替
業
遡

一
障
は
、
受
領
者

報
に
於
て
は
、
て
れ
を
共
他
預
金
と
い
ふ

1
ー
へ
の
特
換
が
起
る
。
乙
れ
が
、
す
た
は
ち
、
こ
の
揚
合
に
於
け
る
通
貨
の
本
源
的
溌

生
友
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
か
〈
の
如
く
に
し
て
費
生
し
た
奇
遇
貨
は
、
或
は
民
金
通
貨
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
、
或
は
、
現
金
通
貨

¥
 

と
し
て
用
ゐ
ら
れ
る
。
然
し
、
そ
の
費
生
に
於
亡
は
、
預
金
の
形
態
を
と
る
の
で
あ
る
か
ら
、
滞
在
遇
貨
と
し
て
誕
生
す
る
も
の
と

一
一
日
は
左
け
れ
ば
た
ら
由
。

政
府
の
支
排
は
、

そ
の
限
度
が
珠
算
に
よ
り
て
定
め
ら
れ
て
居
る
け
れ
E
も
、
そ
れ
は
法
律
的
危
る
限
度
で
あ
る
。
同
県
賓
の
限
度

ば
政
府
が
需
要
す
る
所
の
物
資
の
生
俸
力
と
、
持
務
白
供
給
と
に
よ
り
て
限
界
付
け
ら
れ
る
。
政
府
は
貨
幣
主
樺
を
掌
握
す
る
が
ゆ

ゑ
に
、
法
律
上
に
於
て
は
珠
算
の
範
同
士
で
通
貨
を
支
梯
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
け
れ

E
も
、
乙
の
経
済
上
の
限
巾
止
を
超
え
て

支
携
を
註

f
Eと
き
は
、
物
債
の
騰
貴
、
貨
幣
償
値
の
下
落
を
招
く
己
と
h

た
る
。
ゆ
ゑ
に
、
物
慎
の
安
定
と
い
ふ
貼
よ
り
一
百
へ
ば
、

政
府
支
梯
に
よ
る
所
の
通
貨
の
本
源
的
費
生
に
は
、
経
消
上
に
は
一
、
定
の
限
度
が
あ
る
も
の
九
二
百
ば
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。

七

政
府
の
出
資
ま
た
は
貸
出
及
び
中
央
銀
行
の
貸
出

拙
遁
界
へ
の
逼
貨
白
畿
生
消
滅
と
二
一
一
一
の
問
題

事
五
十
七
巷

九

第
三
娘



櫨
語
界
へ
白
調
貨
安
控
生
消
滅
と
二
一
一
一
白
問
題

枯
伊
豆
十
七
巻

ブb
四

第

視

一二

通
貨
白
本
源
的
た
る
措
置
生
事
情
の
第
五
と
し
て
事
ぐ
べ
き
も
白
は
、
政
府
の
出
資
ま
た
は
貸
出
企
中
央
銀
行
の
貸
出
と
で
あ
る
。

中
央
銀
行
も
政
府
と
同
じ
〈
固
家
粧
済
の
内
部
0
・4

色
白
で
b
る
。
ゆ
ゑ
に
中
央
銀
行
に
あ
り
て
も
、
そ
の
貸
出
す
ベ
昔
遇
貨
は
貸
出

以
前
に
於
て
既
に
中
央
銀
行
に
存
在

ιて
居
友
け
れ
ば
な
ら
ぬ
替
で
あ
つ
で
、
そ
の
と
き
に
既
に
そ
の
通
貨
は
本
源
的
た
る
後
生
が

あ
っ
た
も
白
と
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
た
い
。
然
し
、
我
が
闘
の
制
度
に
あ
り
で
は
、

H
本
銀
行
家
は
、
そ
の
務
行
に
よ
っ
で
題
貨

E

だ
な
る
D
で
あ
っ
て
、
議
行
以
前
に
於
て
は
、

印
刷
せ
ら
れ
た
る
紙
片
と
し
て
は
存
在
し
て
居
る
け
れ
ど
も
、

未
判
凡
誼
貨
で
は
在

る
こ

h
h
h
在
る
の
で
あ
る
。

い
。
ゆ
ゑ
に
、
同
本
銀
行
白
場
合
に
あ
り
で
は
貸
出
に
よ
っ
て
初
め
て
、
日
本
銀
行
泰
が
護
行
せ
ら
れ
、
題
貨
が
本
源
的
に
護
生
す

日
本
銀
行
の
貸
出
は
必
宇
し
も
日
本
銀
行
券
を
以
て
行
は
る
ミ
と
は
限
ら
や
同
行
に
於
け
る
預
金
へ
の
振
替
と
し
て
行
は
る
h

こ

冒
と
が
あ
る
。

E
の
揚
合
に
於
て
は
、
遇
貨
は
潜
在
通
貨
と
し
て
、
そ
の
と
き
に
愛
生
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
銀
行
器
が
同
行
に
於
け

る
預
金
の
引

m'と
し
て
帯
同
行
せ
ら
る
揚
合
に
あ
り
で
は
。
日
本
銀
行
界
と
し
て
は
、
そ
の
と
き
に
流
通
界
に
出
る
の
で
あ
る
け
れ
左

も
、
通
貨
ー
と
し
て
は
、
そ
の
日
本
銀
行
へ
預
付
入
れ
ら
れ
た
る
も
の
h
源
に
逝
っ
て
、
そ
の
後
生
を
僻
む
べ
き
で
あ
り
、
目
っ
そ
の

抽
出
生
事
情
を
司
自
ベ
止
で
あ
る
。
預
金
は
己
に
淋
在
遇
貨
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
現
金
通
貨
を
以
て
引
出
さ
れ
て
も
、
そ
の
引
聞
を

以
て
遁
貨
の
愛
生
山
」
認
む
る
己
冒
と
は
由
来
在
い
。

政
府
の
出
資
ま
た
は
貸
出
が
、
題
貨
の
本
源
的
裂
生
と
去
る
己
と
は
、
そ
の
文
携
の
揚
合
忙
う
い
て
説
明
し
た
る
所
と
同
様
で
あ

る
。
政
府
の
各
種
舎
一
枇
に
謝
す
る
資
本
出
資
友
ぴ
各
種
金
融
機
関
例
へ
ば
戦
時
金
融
金
庫
、
厚
生
金
庫
、
恩
給
金
庫
等
に
劉
す
る
問

資
は
前
段
の
支
梯
の
揚
合
に
於
け
る
と
同
様
に
、
目
本
銀
行
宛
の
小
切
手
を
以
て
た
さ
る
A

D
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
舎
刷
金
庫

が
を
れ
を
受
領
し
た
る
営
初
に
於
て
は
、
金
庫
の
揚
合
忙
あ
り
で
は
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
預
金
、
舎
寸
加
の
揚
合
に
あ
り
で
は
、
そ



の
取
引
銀
行
に
於
け
る
現
金
と
た
る
。
従
っ
て
、
い
づ
れ
の
場
合
に
於
て
も
潜
在
通
貨
の
形
に
於
て
費
生
す
る
内
で
あ
右
。

政
府
の
貸
出
心
主
な
る
も
の
は
、
大
蔵
省
預
金
部
に
よ
り
て
行
は
れ
る
。
成
金
部
資
金
の
貸
出
も
、
日
本
銀
行
宛
の
一
小
切
手

E
以

て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
借
受
人
の
取
引
銀
行
忙
於
け
る
質
金
ず
訟
は
ち
潜
在
通
貨
と
し
て
、
設
生
を
見
る
の
で
あ
る
。

日
本
銀
行
。
貸
間
は

γ主
と
し
て
銀
行
に
封
し
て
行
は
れ
る
。
銀
行
は
日
本
銀
行
よ
り
貸
出
を
受
け
た
る
と
き
は
己
れ
を
同
行

に
於
け
る
民
金
と
し
て
一
際
保
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
も
潜
在
通
貨
と
し
て
そ
の
最
初
の
資
生
が
あ
る
諸
で
あ
る
。

政
府
の
出
資
に
つ

h
て
は
、
法
俸
と
そ
の
令
↑
額
に
一
定
の
限
度
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
貸
出
に
つ
い
て
は
日
本
銀
行
の
揚
合
に
於
け

る
と
同
阻
慌
に
か
、
る
限
度
は
存
在
し
註
い
。
然
L
K
が
ら
、
己
れ
ら
の
出
資
及
び
貸
向
に
謝
し

τも
、
経
済
と
に
於
て
は
自
ら
一
定

の
限
度
が
あ
る
。
一
応
来
、
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
経
済
界
の
活
動
に
呼
ぴ
起
さ
れ
て
行
は
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
と
き
と
し
て
は
、

己
の
活
動
を
刺
戟
f
z
た
め
に
行
は
れ
る
白
で
あ
る
。
い
づ
れ
の
揚
合
に
あ
り
て
も
、
曲
目
力
及
び
資
源
の
活
用
し
得
る
範
圏
を
越
ゆ

る
己
と
は
出
来
た
い
。
己
れ
を
超
え
て
、
出
資
及
び
貸
出
が
行
は
れ
る
た
ら
ば
、
通
貨
量
と
商
品
量
と
の
そ
の
営
時
の
均
衡
を
破
り
、

物
債
白
騰
貴
在
来
す
己
と

apた
る
。
ま
た
、
還
に
、
経
済
上
の
活
動
が
要
求
す
る
に
拘
は
ら
宇
、
己
の
貸
出
が
、
そ
れ
に
遁
躍
し
友

い
危
ら
ぽ
、
物
債
の
下
落
を
招
昔
、
経
済
界
を
沈
滞
せ
し
め
る
己
と

L
K
る。

日
本
銀
行
。
貸
出
と
い
ム
己
と
に
つ
い
て
は
、
外
岡
費
金
の
流
入
と
い
ふ
乙
と
を
併
せ
考
へ
た
け
れ
ば
た
ら
在
い
。
前
に
遁
ベ
た

る
如
く
、
金
本
位
制
度
の
下
に
於
て
は
轍
肉
超
過
司
令
D
他
の
事
情
に
よ
り
、
受
取
勘
定
が
超
過
す
る
揚
合
に
、
哩
同
勢
相
場
が
正
貨
輪

詮
耽
嗣
を
超
ゆ
る
た
ら
ば
、
金
が
現
港
せ
ら
れ
る
E
と
L
た
る
。
こ
の
揚
合
に
於
て
は
、
商
品
的
金
が
貨
幣
的
金
と
た
る
己
と
に
よ
り

て
、
岡
内
に
於
け
る
遁
貨
の
本
源
的
稜
生
を
見
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
正
貨
輸
送
鮪
に
達
し
な
い
う
ち
は
、
外
岡
資
令
は
矯

務
の
方
法
を
以
て
流
入
し
た
。

己
の
揚
合
江
於
て
は
潟
替
手
形
の
受
取
人
は
、

流
通
界
へ
の
誼
貨
自
由
控
生
消
滅
と
こ
=
一
自
問
題

俸
五
十
七
巻

我
が
闘
に
於
て
は
、

一
九
五

例
へ
ば
撰
荷
正
金
銀
行
に
於

第
三
輯



施
誼
昇
~
の
誼
貨
の
設
生
前
践
と
ご
一
一
一
白
問
題

第
五
ト
セ
巻

一
九
六

第
三
描

F瑚

て
、
こ
れ
を
邦
貨
に
於
て
受
取
る
こ
と
、
た
る
の
で
あ
る
。
乙
の
揚
合
に
於
て
横
拍
問
医
金
銀
行
は
.
こ
の
外
貨
資
金
に
封
舷
す
る
所
の

側
資
金
を
有
す
る
註
ら
ば
、
こ
れ
を
支
出
帥
忙
充
て
る
の
で
あ
る
け
れ
と
も
、
褒
務
銀
行
に
あ
ら
ざ
る
が
た
め
に
そ
の
闘
資
金
に
も
限

度
が
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
外
貨
資
金
の
偽
俸
に
よ
る
流
入
が
、
こ
白
限
度
を
超
え
た
る
と
き
は
、
間
資
金
を
日
本
銀
行
よ
り
併
受
て
、
外

貨
矯
替
の
買
入
に
定
て
る
の
で
あ
る
。
大
東
亜
戦
争
以
前
に
於

τ、
日
本
銀
行
白
勘
定
に
、
外
園
鋳
棒
貸
付
金
と
い
ふ
の
が
存
在
し

た
白
ば
、
乙
の
目
的
に
定
ー
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
海
外
資
金
の
流
入
が
、
日
本
銀
行
の
貸

m
E促
す
こ
と
L
た
る
白
は
、
こ
の
関

係
に
於
て
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
己
白
揚
合
に
於
て
は
、
海
外
資
金
O
流
入
と
い
ふ
己
と
は
、
そ
O
流
入
す
べ
き
海
外
資
金
そ
白
も
。

は
、
横
演
正
金
銀
行
の
手
許
に
於
て
、
海
外
に
保
有
せ
ら
れ
、
そ
の
代
り
に
海
外
資
金
の
反
映
と
し

τ、
続
演
正
金
銀
行
が
日
本
銀

行
よ
り
借
入
れ
た
る
費
金
が
、
遁
貨
と
し
で
関
内
に
供
給
せ
ら
れ
る
と
と
?
な
る
の
で
あ
る
。

今
や
日
本
銀
行
は
、
大
東
亜
共
柴
閤
各
地
域
白
調
は
ゆ
る
域
際
矯
替
決
済
白
中
心
機
闘
と
た
り
つ
L
あ
る
。
我
が
圏
内
と
闘
内
各

域
と
の
決
消
に
於
て
、
受
恥
勘
定
と
な
れ
る
外
貨
鋳
特
は
、
或
は
貿
易
関
係
銀
行
若
の
保
有
と
た
り
一
そ
の
揚
合
に
は
そ
れ
が
、
針

慌
た
る
同
資
金
は
、
日
本
銀
行
白
貸
山
川
と
し
て
供
給
せ
ら
れ
、
或
は
、
そ
の
外
貨
矯
替
は
日
本
銀
行
に
費
却
せ
ら
れ
.
と
れ
に
よ
り

て
前
に
遁
ベ
た
る
第
三
の
車
情
の
下
に
海
外
資
金
の
流
入
が
、
通
貨
白
本
源
的
褒
生
と
な
っ
て
、
園
内
に
供
給
ぜ
ら
れ
る
己
と
誌
な

る
の
で
あ
る
。

J¥ 

通
貨
の
本
源
的
消
滅

通
貨
の
本
源
的
費
生
に
劃
し
て
は
、
本
源
的
消
滅
が
あ
る
。
本
源
的
消
滅
の
事
情
も
五
つ
あ
る
。

一
、
現
金
通
貨
の
形
態
的
滅
失
E
ぴ
銀
行
卸
金
の
一
消
滅



二
、
海
外
に
封
ず
る
資
金
白
流
向

四三

政中
府央
に銀
封行
ずの

る有
支便
排 v競

岩手
責
波

五
、
政
府
出
資
白
返
済
、
政
府
及
び
日
本
銀
行
へ
の
貸
出
白
返
済

こ
れ
ら
五
つ
は
、
前
述
五
つ
の
費
生
事
情
白
逆
た
る
も
白
で
あ
る
ロ

第
一
の
現
金
通
貨
の
形
態
的
滅
失
と
い
ふ
は
、
火
災
、
地
震
、
洪
水
、
遺
失
等
に
よ
り
て
、
現
金
題
貨
を
構
成
す
る
物
憶
が
滅
失

す
る
こ
と
で
あ
る
。
関
東
大
震
火
災
の
如
き
に
よ
り
て
、
滅
失
じ
た
る
現
金
遇
貨
の
額
は
も
と
よ
り
正
確
に
知
る
己
と
を
得
ざ
る
も

a

相
首
E
額
に
一
注
し
た
も
の
と
い
は
れ
る
。
ま
た
、
銀
行
が
破
産
し
た
る
揚
合
に
於
て
は
預
金
の
債
務
も
一
部
ま
た
は
全
部
紬
所
持
不
能

、

と
な
る
と
・
ど
が
あ
る
。
然
る
揚
合
に
は
、
そ
れ
だ
け
滑
在
遇
貨
D
消
滅
と
な
る
。

金
本
位
制
度
の
下
忙
あ
り
て
は
、
商
品
的
金
の
貨
幣
的
金
と
な
る
己
と
が
、
題
貨
白
本
源
的
設
生
の
一
つ
の
事
情
で
あ
っ
た
の
に

針
臨
し
て
貨
幣
的
金
の
商
品
的
金
と
た
る
己
と
が
、
本
源
的
消
滅
白
事
情
聖
夜
す
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
今
日
忙
於
て
は
、
金
貨

幣
及
び
党
換
準
備
と
し
て
の
金
は
既
に
存
在
し
在
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
か
く
の
如
き
事
情
に
よ
る
所
の
本
源
的
消
滅
と
い
ふ
も
の
は

存
在
し
友
い
。
た
亡
日
本
銀
行
券
及
び
臨
時
通
貨
の
形
態
的
滅
失
が
己
、
に
泉
げ
ら
昌
.
へ
き
事
情
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
梅
外
へ
の
支
排
が
、
通
貨
の
本
源
的
消
滅
と
な
る
の
は
、
外
岡
鋳
棒
銀
行
、
例
へ
ば
横
演
正
金
銀
行
の
如
き
が
、
民
間
よ

り
の
外
岡
携
の
矯
替
手
形
白
山
且
入
需
要
に
膝
巳
、
幽
資
金
の
受
入
あ
り
た
る
が
た
め
に
、
そ
の
闘
資
金
を
以
て
、
日
本
銀
行
手
持
の

外
国
矯
棒
の
山
貝
入
れ
忙
こ
れ
を
支
梯
ひ
た
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
関
賛
金
主
以
て
、
日
本
銀
行
に
於
け
る
諜
て
の
借
入
金
の
返
済
か

た
し
た
る
左
ら
ば
、
後
に
述
ぷ

Z
第
五
の
揚
合
に
首
る
乙
と

L
K
る。

流
昂
界
へ
の
誼
貨
の
誕
生
前
械
と
二
三
円
問
題

第
五
十
七
巻

一
九
七

第

耽

OL 



施
通
界
へ
の
描
貨
の
設
生
消
滅
と
二
一
一
一
の
問
題

第
五
十
七
巻

一
九
八

帯
=
一
揖

プミ

横
抽
出
正
金
銀
行
が
、
縦
ひ
、
外
図
矯
替
を
民
聞
に
貰
渡
し
た
る
た
め
、
民
間
よ
り
図
資
金
を
受
入
れ
る
と
も
、
そ
の
闘
資
金
た
る

円
本
銀
行
器
、
若
し
く
は
、
銀
行
預
金
を
、
日
本
銀
行
へ
の
返
済
に
充
て
宇
、
ま
た
、
外
聞
矯
替
の
買
入
れ
に
も
充
て
宇
、
そ
れ
を

手
詐
忙
保
有
す
る
た
ら
ぼ
、
通
貨
は
、
モ
白
形
民
於
て
尚
ほ
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
未
だ
消
滅
し
た
も
の
で
は
た
い
。
機
入
業
者

が
、
債
務
厄
金
銀
行
よ
り
外
岡
潟
替
を
買
入
れ
て
海
外
に
還
金
す
る
と
も
・
そ
の
横
演
E
金
銀
行
へ
支
梯
ひ
た
呂
間
資
金
が
、
日
本

銀
行
へ
返
済
ま
た
は
支
出
抑
は
れ
・
泣
い
限
り
は
、
圏
内
通
貨
は
未
だ
消
滅
に
至
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
金
本
位
制
度
の
下
応
於
で
は
、

金
が
海
外
携
の
た
め
に
現
時
出
せ
ら
れ
る
乙
と
が
あ
っ
た
。

己
の
揚
合
に
於
て
貸
幣
的
金
が
現
迭
せ
ら
る
誌
と
苦
は
、

そ
れ
忙
よ
り

ナ
一
、
本
源
的
通
貨
の
消
滅
在
来
し
た
D
で
あ
る
。

第
三
の
揚
合
と
し
て
事
ぐ
べ
き
も
白
は
、
中
央
銀
行
の
有
償
詮
雰
寅
渡
し
で
あ
る
。
中
央
銀
行
が
保
有
す
石
所
。
有
償
譲
然
、
例

へ
ば
、
岡
債
、
地
方
債
、
枇
債
、
銀
行
債
等
を
民
聞
の
金
融
機
関
、
設
券
曾
吐
ま
た
は
そ
白
他
の
も
の
に
費
渡
す
兵
一
き
は
、
そ
の
代

金
と
し
て
、
例
へ
ば
我
が
閣
に
於
て
は
、
日
本
銀
行
券
が
、
日
本
銀
行
に
梯
渡
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
、
日
本
銀
行
陀
於
け
る
そ
れ
ら

の
金
融
機
関
の
預
金
が
支
携
に
充
て
ら
れ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
り
て
、
趣
貨
が
本
源
的
に
消
滅
す
ゐ
こ
と
も
ゐ
在
る
c

す
な
は
ち
、
通
貨
D
吸
取
と
た
る
白
で
あ
る
。

前

ι、
通
貨
白
木
源
的
費
生
白
揚
合
に
述
べ
た
る
中
央
銀
行
の
有
償
詮
祭
賞
上
と
、
己
主
に
述
.
へ
た
る
賓
皮
と
は
、
通
貨
の
供
給

及
び
吸
取
白
方
法
と
し
て
、
屡
々
用
ゐ
ら
る
hs

所
で
あ
っ
て
、
謂
は
ゆ
る
オ
ー
プ
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
た
ら
も
の
は

E
れ
で
あ
る
。
我
が
園
の
今
日
に
あ
り
で
は
、
日
本
銀
行
が
そ
の
保
有
の
国
債
を
寅
渡

f
E
と
に
上
り
て
、
通
貨
の
吸
取
を
た
し
、

以
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
防
止
に
努
め
つ
h
あ
る
己
と
は
著
明
た
る
事
柄
で
あ
る
。

第
四
白
政
府
民
謝
す
る
支
梯
は
、
租
税
白
納
付
、
闘
債
の
・
熔
募
、
政
府
専
賞
品
の
買
入
、
政
府
事
業
、
例
へ
ば
、
鈴
道
郵
便
電
信
電



話
の
使
用
に
封
ず
る
支
梯
、
政
府
印
紙
の
見
入
、
献
金
、
等
で
あ
る
。
都
、
道
、
附
牒
、
市
町
村
等
へ
の
租
税
の
納
付
、
地
方
債
の
一

膝
募
、
己
れ
ら
自
治
鰐
白
経
瞥
事
業
の
利
用
に
封
ず
る
支
梯
は
、
車
に
、
私
人
よ
り
そ
れ
ら
に
劃
止
が
お
通
貨
の
移
轄
で
あ
っ
て
、
そ

の
本
源
的
消
滅
と
は
た
ら
た
い
。
従
っ
て
政
府
に
謝
す
る
支
梯
は
、
通
貨
の
吸
取
と
た
る
け
れ
ど
も
、
自
治
植
に
謝
す
る
も
の
は
、

吸
取
と
た
る
も
の
で
は
た
い
。

第
五
白
政
府
出
資
が
返
済
せ
ら
れ
る
己
と
、
政
府
及
び
日
本
銀
行
の
一
貸
出
が
漣
怖
さ
れ
る
己
と
は
、
共
民
、
通
貨
の
本
源
的
友
る

消
滅
と
た
る
己
と
は
、
第
四
の
揚
合
と
同
様
で
あ
る
。
政
府
及
び
日
本
銀
行
に
到
す
る
揚
合
は
、
そ
の
遁
貨
は
民
間
金
融
界
の
外
に

出
で
行
〈
か
ら
で
あ
る
。

梅
外
に
封
ず
る
資
金
白
流
出
、
す
た
は
ち
、
輸
入
代
金
の
支
梯
そ
の
他
の
た
め
外
岡
銭
棒
銀
行
例
へ
ば
横
潰
正
金
銀
行
が
外
岡
矯

特
主
胞
内
聞
に
寅
渡
し
、
そ
山
代
金
と
し
て
受
入
れ
た
る
同
資
金
主
以
て
日
本
銀
行
上
り
の
借
入
金
の
選
前
に
充
て
た
る
と
き
は
本
源

的
通
貨
の
消
滅
占
た
る
己
と
は
、
慨
に
遁
ペ
た
る
所
で
あ
る
。

通
貨
D
創
作
的
費
生
に
封
ず
る
も
の
は
、
創
作
的
消
滅
で
あ
る
。
い
た
、
ァ
し
れ
は
創
作
的
通
貨
の
消
滅
と
い
は
な
け
れ
ば
一
一
言
葉
を

た
さ
な
い
か
も
知
れ
怠
い
。
創
作
的
た
る
鷺
生
は
、
後
晶
体
銀
行
に
あ
ら
ざ
る
銀
行
の
貸
問
責
余
が
預
金
と
左
右
己
と
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
ゑ
に
、
創
作
的
通
貨
の
消
滅
と
い
ふ
こ
と
は
、
か
L
る
貸
向
が
返
桝
せ
ら
れ
る
己
と
で
あ
る
。
モ
の
返
桝
D
た
め
に
は
、
狽
金
が

そ
れ
に
封
し
て
支
梯
は
れ
る
。
す
な
は
ち
1

預
金
の
減
少
と
在
る
。
と
れ
が
例
作
的
遁
貨
の
消
滅
た
の
で
あ
る
。

中
央
銀
行
の
貸
間
が
、
通
貨
の
木
源
的
愛
生
と
た
り
、

は
、
既
に
漣
ベ
た
る
所
で
お
る
が
、
と
の
貸
出
及
び
そ
の
返
拘
は
、
中
央
銀
行
が
、
と
れ
を
通
貨
政
策
と
し
て
積
概
的
に
己
れ
を
促

モ
白
貸
出
の
返
済
が
、

モ
の
消
滅
す
注
は
ち
通
貨
の
吸
取
と
な
る
E
と

迭
す
る
己
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
己
れ
を
積
極
的
忙
促
進
す
る
E
と
を
可
能
た
ら
し
む
る
も
の
は
、
貸
同
利
率
の
引
下
げ
及
び
引
上

協
調
界
へ
の
逝
貨
の
資
生
消
滅
と
三
=
一
白
問
題

第
五
十
七
番

丸
九

事事

就

七



泊
語
界
「
由
通
貨
申
費
生
消
滅
と
一
一
一
一
一
O
問
題

第
五
十
七
巻

O 
【コ

第
竺
挽

F、

げ
で
あ
る
。
す
た
は
ち
、
貸
出
利
率
が
引
下
げ
ら
れ
る
と
き
は
貸

mk封
ず
る
需
要
が
多
く
な
り
て
、
通
貨
の
供
給
が
増
大
し
、
利

率
が
引
上
げ
ら
れ
る
と
き
は
、
貸
山
川
に
針
す
る
需
要
が
減
少
し
、
都
世
前
の
貸
間
が
返
済
せ
ら
る
h
絡
に
通
貨
は
吸
取
せ
ら
呂
、
己
と

と
一
た
る
。
中
央
銀
行
が
こ
の
方
法
を
以
て
遇
貨
量
の
増
減
を
積
額
的
に
行
ふ
と
と
を
、
割
引
政
策
と
い
品
。

通
貨
の
獲
生
消
滅
と
い
ふ
も
の
は
.
貨
は
、
本
源
的
に
費
生
せ
る
通
貨
に
限
る
も
の
で
あ
っ
て
、
創
作
的
注
品
費
生
は
、
前
に
漣
べ

た
る
刈
代
本
源
的
比
護
生
せ
る
通
貨
主
義
本
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
生
宇
る
の
で
あ
る
か
ら
、
貨
は
愛
生
忙
あ
ら
宇
し
て
、
既
に
描
民
生

せ
る
も
の
の
膨
艇
で
あ
る
。
ま
た
、
創
作
的
通
貨
D
消
滅
と
い
ふ
も
の
は
、
と
の
膨
脹
し
た
る
も
の
h
消
滅
で
あ
る
か
ら
こ
れ
も
亦

牧
縮
と
い
ふ
べ
き
も
白
で
あ
る
。
己
白
黙
に
つ
い
て
は
、
別
に
、
更
に
詳

L
〈
述
ぷ
る
所
あ
る
で
あ
ら
う
。

丸

通
貨
大
量
の
貨
幣
債
値

l扮

通
貨
の
資
生
と
い
ふ
己
と
に
は
、
右
に
漣
ぷ
る
如
く
、
本
源
的
在
る
も
の
と
、
創
作
的
た
る
も
の
と
が
あ
る
。
そ
し
て
J

前
に
も

断
り
置
き
た
る
如
く
、
己
の
愛
生
態
様
は
、
遇
貨
た
る
の
形
態
に
は
闘
係
た
雪
も
白
で
あ
る
。
通
貨
の
形
態
と
し
て
は
、
現
金
通
貨

預
金
通
貨
、
、
及
び
、
滞
在
遇
貨
の
三
様
の
も
白
が
あ
る
け
れ

E
も
、
本
源
的
友
る
費
生
に
か
h

る
も
の
は
、
金
貨
本
位
制
度
の
下
に

於
て
も
、
本
位
貨
幣
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
紙
幣
た
る
こ
?
と
も
あ
る
と
共
に
、
ま
た
、
今
回
の
管
理
通
貨
制
度
白
下
に
於
て
も
、

祇
幣
た
る
の
現
金
通
貨
の
形
態
の
み
を
と
る
と
は
限
ら
や
、
銀
行
に
於
け
る
預
金
の
形
態
を
止
る
E
と
も
あ
る
。
然
る
に
、
創
作
的

た
る
費
生
も
亦
、
紙
幣
と
し
て
護
生
ず
る
己
と
あ
る
と
共
に
、
銀
行
預
金
と
し
て
護
生
ず
る
己
と
も
あ
る
。
た
ピ
、
金
貨
本
位
制
度

ι於
け
る
本
位
貨
幣
は
、
創
作
的
に
獲
生
す
る
こ
止
は
た
い
。

か
〈
の
如
く
、
題
貨
の
護
生
態
様
と
通
貨
の
形
態
と
の
聞
に
は
、
今
日
に
於
て
は
何
等
の
闘
聯
は
紅
い
。
縫
っ

T
、
遇
貨
の
貨
幣



債
値
た
る
も
の
は
、
現
金
通
貨
た
る
と
預
金
通
貨
た
る
と
の
別
な
〈

-
様
に
通
貨
大
量
と
し
て
定
ま
る
の
一
で
あ
る
。
然
る
に
、
従

前
は
、
通
貨
の
貨
幣
慣
値
な
る
も
の
は
ブ
現
金
組
貨
に
つ
い
て
の
み
巧
祭
せ
ら
れ
、
特
区
、
金
属
汲
的
事
説
が
認
容
せ
ら
れ
て
、
本

位
貨
幣
の
債
値
が
、
他
。
補
助
貨
幣
や
紙
幣
に
も
、
反
映
的
に
引
移
み
も
の
と
せ
ら
れ
、
預
金
通
貨
の
貨
幣
償
値
の
如
曹
は
、
殆
主

蹴
み
ら
れ
Z
所
は
な
か
っ
た
。
然
る
に
、
今
日
に
於
て
は
、
通
貨
と
し
て
の
活
動
に
於
て
は
、
現
金
通
貨
よ
め
も
、
む
し
ろ
、
預
金

通
貨
の
方
が
車
大
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
銀
行
頂
金
の
貨
幣
と
し
て
の
償
値
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
置
か
か
ば
授
ら
血
。

一
人
よ
り
他
人
に
移
時
せ
ら
れ
た
?
と
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
前
者
。
演
者
忙
封
ず
る
支
梯
は
完
了

す
る
。
こ
の
機
能
に
於
て
、
預
金
は
通
貨
た
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
預
金
通
貨
と
い
ふ
己
と
は
、
今
夏
縄
返
す
に
及
ば
た
い
。
然
ら

ぽ
、
か
、
る
賃
金
通
貨
た
る
も
の

h
貨
幣
と
し
て
の
一
慎
値
は
、
何
に
よ
っ
て
成
立
す
る
か
?

川
山
金
が
、
現
金
の
ま
i

誌で

銀
行
。
間
金
な
る
も
の
は
、
現
金
自
演
貯
入
れ
よ
り
‘
成
る
揚
合
も
あ
る
砂
れ
ど
も
、
ま
た
銀
行
の
貸
出
金
の
頂
け
入
れ
よ
り
成
る

場
合
も
あ
る
。
ず
友
は
ち
、
銀
行
の
貸
出
金
が
モ
の
堂
、
民
金
ー
と
た
り
た
る
も
の
が
、
小
切
手
rE以
て
支
梯
に
宏
て
ら
れ
、
モ
の
受

偶
者
が
そ
の
小
切
手
E
以
て
軒
以
金
と
な
す
が
如
苦
場
合
で
あ
る
ロ
相
川
金
が
、
現
金
D
狽
け
入
れ
よ
り
成
る
揚
合
た
る
と
、
貸
出
金
内

預
け
入
れ
よ
り
成
る
揚
合
た
る
と
を
問
は
や
、
問
金
の
ま
a
h

に
て
支
梯
に
充
て
ら

z
h揚
合
、
す
た
は
ち
.
預
金
通
貨
と
し
て
働
く
揚

合
に
は
、
現
金
な
る
も
の
は
全
く
用
ゐ
ら
れ
る
己
と
た
〈
し
て
支
梯
が
決
済
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
現
金
を
以
て
通
貨
の

本
来
的
た
る
も
白
で
あ
る
と
い
ふ
前
期
貨
幣
経
済
時
代
の
観
念
よ
り
脱
出
せ
す
る
見
解
を
も
つ
も
の
は
、
己
の
預
金
が
悦
金
の
ま
ま

ち
通
貨
と
た
る
と
い
ふ
こ
と
乞
以
て
、
現
金
の
代
別
若
し
く
は
現
金
の
節
約
『
外
投
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
見
倣
し
、
己
の
考
に
よ
り

故
金
通
貨
の
貨
幣
債
値
な
る
も
の
は
、
現
金
そ
の
も
の
i
h

貨
幣
慣
値
に
依
存
す
お
に
過
ぎ
・
た
い
も
の
で
あ
る
と
在
す
の
で
あ
E
。
前

施
語
界
へ
の
語
貨
の
資
生
消
滅
と
二
一
一
一
の
問
題

晶

F
1
1
七
巻

O 

第

腕

ゴL



摘
通
界
へ
の
通
貨
旬
費
生
消
滅
と
二
一
一
一
回
問
題

持
五
十
七
巻

O 

第
三
腕

O 

期
貨
幣
経
桝
時
代
に
あ
り
て
は
、
頂
金
一
は
現
金
の
頂
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
貸
出
金
白
預
入
れ
よ
り
成
る
揚
合
に
あ
り
て
も

そ
の
貸
向
金
は
現
金
に
て
例
波
さ
る
べ
き
も
の
が
、
手
続
白
省
略
唱
と
し
て
現
金
を
以
て
受
山
川
さ
れ
宇
に
預
金
と
た
り
た
る
場
合
が
多

か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
か
L
る
民
金
の
貨
幣
債
値
は
、
現
金
そ
の
も
の
h
貨
幣
慣
値
忙
依
存
す
る
と
宥
倣
さ
れ
た
の
も
、
ゆ
る
品
な

き
所
一
で
は
た
い
。

然
L-な
が
ら
、
貨
幣
経
桝
も
信
用
経
済
の
段
階
に
唆
展
し
た
る
後
は
、
謂
は
ゆ
る
信
用
。
創
作
民
主
り
て
、
現
金
の
預
け
入
れ
、

来
し
〈
は
貸
出
と
は
何
等
の
閥
係
だ
く
、
限
金
が
創
作
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
ま
た
頂
金
の
ま
L
K
て
柑
時
々
支
梯
忙
発
営
せ
ら
れ
る
己
と

と
な
り
、
預
金
通
貨
と
し
て
、
む
し
ろ
、
現
金
よ
り
も
、
支
排
決
雨
量
に
於
て
は
醸
倒
的
に
大
友
る
地
位
を
占
む
る
忙
至
っ
て
居
る

の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
我
岡
最
近
の
秋
態
に
於
て
は
、
大
鴨
現
金
の

一
五
陀
封
し
て
、
間
金
通
貨
は
八
八
五
で
あ
る
。

(
昭
和
十

八
年
六
月
米
日
全
閥
銀
行
収
納
高
内
課
)

ま
た
、
昭
和
十
八
年
七
月
末
、
喜
一
回
普
孤
銀
行
心
預
金
綿
額
は
=
一
八
、
阿
一
七
一
日
高
闘
で

あ
る
が
、
と
の
巨
額
が
現
金
に
於
て
銀
行
の
庫
中
に
あ
る
韓
で
は
た
〈
、
現
金
杭
高
は
一
、
一
一
-
九
九
百
高
闘
で
あ
る
。
そ
し
て
、

E

の
巨
額
白
預
金
が
全
部
現
金
を
以
て
別
付
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
は
た
い
。
杢
図
普
通
銀
行
白
貸
出
線
舗
は
右
の
一
七
月
末
虻
於
て
一
九

、
八
七
三
百
高
闘
で
あ
り
、
岡
債
を
除
〈
有
償
読
券
手
許
有
高
は
五
、
九
八
六
百
寓
闘
で
、
亡
の
合
計
一
一
百
、
八
五
九
百
高
闘
は
、
他

方
に
於
て
預
金
と
た
っ
て
居
る
白
で
あ
る
。
と
れ
を
以
て
見
れ
ば
、
頂
金
た
る
も
の
は
、
現
令
の
錘
形
で
友
い
己
ル
」
は
明
ら
か
で
あ

り
、
預
金
通
貨
の
貨
幣
債
値
の
成
立
を
現
金
通
貨
の
そ
れ
に
依
存
す
る
も
の
と
し
て
は
説
明
し
得
ぎ
る
斯
と
在
る
。

殊
に
今
日
、
我
が
図
の
如
〈
、
現
金
通
貨
と
預
金
通
貨
と
の
交
流
が
自
由
で
あ
っ
て
、
通
貨
が
す
べ
て
同
一
平
両
に
於
吋
る
流
通

を
た
す
金
融
収
態
に
於
で
は
、
現
金
は
銀
行
に
預
付
入
れ
ら
る
亀
戸
た
ら
ば
、
預
金
と
た
り
て
、
淋
荘
通
貨
と

L
て
存
在
L
、
ま
売
貸

自
民
主
り
謂
は
ゆ
る
信
用
白
創
作
と
し
て
預
金
と
註
り
た
る
も
の
も
亦
、
幣
在
通
貨
と

L
て
存
在

L
、
両
者
共
に
混
靖

L
て
、
更
に



必
要
に
底
じ
て
、
現
金
と
し
て
引
同
さ
る
h
h

乙
と
も
あ
れ
ば
、
預
金
の
ま
h

に
て
預
金
通
貨
と
し
て
支
燐
に
育
て
ら
呂
、
こ
と
も
あ

3
も
の
で
あ
っ
て
、
現
金
正
制
令
↑
と
は
海
然
と
し
て
一
A
J

ノ
の
逝
賀
大
景
を
た
す
も
の
?
あ
る
V

帥
ゑ
に
今
日
に
於
て
は
貨
幣
の
慣
航

な
る
も
の
は
、
と
の
通
貨
大
量
を
構
成
す
る
所
の
も
の
の
債
値
E

と
し
て
見
る
ベ
雪
で
あ
っ
て
、
現
金
の
貨
幣
慣
値
も
預
金
の
貨
幣
倒

値
も
別
々
に
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
立
ハ
に
w

同
時
に
、

E
の
通
貨
大
量
比
於
け
る
も
の
L
A

貨
幣
領
値
B

と
し
て
成
立
す
る
所
の
も

の
忙
外
な
ら
ね
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
こ
の
通
貨
大
量
と
し
て
の
貨
幣
償
値
は
如
何
に
し
て
成
ー
す
る
か

7
、
従
前
、
金
貸
本
位
制
の
時
代
忙
あ
b
で
は
、
貨

幣
慣
値
は
純
金
内
-
定
長
一
日
が
そ
の
恭
憎
い
と
な
る
も
の
と
宥
倣
さ
れ
、
而
も
、
そ
の
阿
川
仙
越
年
は
絶
劃
的
の
-
も
の
で
あ
り
不
動
の
も

の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
。
貨
幣
が
償
値
の
尺
皮
で
あ
る
と
い
ふ
巧
へ
も
こ
れ
に
向
来
f
z
の
で
あ
る
。
然
し
、
と
め
見
解
は
純
金

の
一
定
量
目
、
例
へ
ば
七
町
五
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
と
い
ふ
草
貴
モ
の
も
の
と
、
己
の
屯
量
目
純
金
が
他
物
ー
と
交
換
し
符
乙
敏
比
九
」
い
ふ

も
の
止
を
混
同
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
揚
合
重
量
は
絶
封
数
で
あ
り
不
動
干
の
数
で
あ
る
。
然
L-な
が
ら
、
他
物
止
交
換
し
得
る
所

の
数
比
な
る
も
の
は
初
め
よ
り
し
て
相
封
数
で
あ
り
、
可
動
数
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
忙
、
金
貸
本
位
制
の
下
に
あ
り
て
も
、
貨
幣
耐
川
悦
な

る
も
の
は
、
貨
幣
と
交
換
に
立
つ
べ
き
も
の
と
の
敢
比
で
あ
る
。
我
が
岡
の
金
貸
本
位
制
度
の
下
に
於
ヤ
一
言
へ
ば
、
純
金
の
童
日
七

百
五
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
が
他
物
と
交
換
し
得
る
所
の
数
比
で
あ
る
。
己
の
己
ん
に
は
、
現
金
と
制
金
と
に
よ
り
て
構
成
せ
ら
る
所
の
通
貨

大
量
の
揚
合

ι於
て
も
何
等
廃
る
所
は
在
い
。
す
た
は
ち
、
乙
の
通
貨
大
是
主
構
成
す
る
所
の
各
車
位
名
稀
の
、
例
へ
ば
一
山
岡
山
、
週

貨
に
剥
し
て
交
換
せ
ら
る
べ
雪
も
の
t
h

数
量
が
、
そ
の
一
貨
幣
債
依
悲
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
貨
幣
憤
佑
の
成
立
は
、
現
金
た
る
と
制

金
た
る
と
を
分
た
宇
、
共
に
他
物
と
の
交
換
の
可
能
に
あ
る
。
預
金
の
貨
幣
慣
値
段
る
も
の
は
、
現
金
の
そ
れ
が
先
づ
決
定
し
て
屑

っ
て
、
そ
れ
に
依
存
し
て
居
る
と
い
ム
揮
の
も
の
で
は
た
い
。

施
晶
界
へ
の
箔
貨
の
資
生
消
滅
と
二
三
の
問
題

第
五
十
七
巻

O 

第
一
↓
一
瞬



読
語
界
へ
申
遁
貨
白
費
生
消
路
島
」
二
三
由
問
題

第
五
十
七
番

O 
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事

披

制
金
通
貨
の
貨
幣
債
値
が
、
現
金
通
貨
の
そ
れ
に
依
存
す
る
も
の
で
な
い
E
と
り
最
も
明
白
色
る
資
例
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
己
れ

を
一
丸
一
一
九
年
乃
至
v

九
回
二
年
に
於
け
る
隠
却
の
貨
幣
慣
値
に
於
で
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
回
日
時
に
あ
り
て
、
雁
却
と
い
ふ
は

t

潟
銀
行
業
同
業
公
舎
聯
合
準
備
委
員
舎
が
、
を
の
加
盟
白
銀
行
錯
胤
よ
り
一
定
の
推
保
を
提
供
せ
し
め
、
こ
れ
の
縄
問
に
於
て
加
販

の
銀
行
銭
慌
の
要
求
に
よ
り
振
出
し
た
る
要
求
悌
子
形
で
あ
っ
て
、
と
れ
は
訴
時
の
現
金
た
る
鷲
法
幣
と
交
換
す
る
こ
と
が
問
来
や

ま
た
外
国
潟
替
を
賀
入
る
と
」
と
も
出
来
中
‘
た
w
h

隠
剤
資
A
R
と
し
て
、
加
盟
白
銀
行
銭
班
ま
た
は
聯
合
準
備
委
員
舎
の
明
金
と
注

す
乙
と
を
得
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ヘ
民
同
ニ
ト
六
可
八

H
一
行
口
弘
完
全
融
騨
桂
三
そ
し
て
、
己
心
一
雄
胡
た
る
も
の
が
円
前
時
の
上

海
に
於
て
は
唯

ω
加
金
通
貨
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
o

ゆ
ゑ
に
、
首
時
の

h
海
に
於
て
は
現
金
通
貨
た
る
護
法
幣
の
流
活
尚
と
、
亡

の
岡
田
割
の
流
通
商
と
、
?
一
つ
の
異
る
周
一

ω
、
相
庄
一
に
交
流
す
る
こ
と
足
昔
、
謂
は
ビ
併
行
一
一
扇
町
一
通
貨
流
通
両
が
作
花

L
て
居
っ
た

の
で
あ
る
。

i
lこ
の
駐
・
我
が
岡
な

E
忙
於
け
る
如
〈
、
車
一
一
↑
固
定
流
自
在
の
通
貨
欣
態
ac
具
る

1
1
0
従
っ
て
、
と
の
隠
却
と

い
ふ
頂
金
通
貨
は
葎
法
幣
L
」
い
ふ
現
金
樋
貨
と
は
辛
一
く
鏑
但
し
た
る
か
什
布
で
あ
っ
た
。
ゆ
主
に
、
陸
制
E

と
い
ふ
回
全
漣
貨
の
貨
幣
煩

値
は
、
全
然
書
用
法
幣
と
い
ふ
現
金

ω
そ
れ
に
依
仔
ず
る
も
の
で
左
い
と
と
は
明
ら
か
で
あ
り
引
の
で
あ
る
。
現
に
、

↑n
が
他
L
b
に
封

し
て
或
る
と
き
は
打
歩
を
出
し
、
或
る
と
き
は
制
引
歩
合
を
問
す
己
と
に

k
っ
て
資
買
せ
ら
れ
た
こ
と
の
あ
っ
た
の
は
、
己
の
乙
と

を
明
誰
ず
る
も
の
で
あ
る
。
己
れ
を
以
と
見
る
も
間
金
通
貨

ω貨
幣
償
備
は
現
金
通
貨
の
そ
れ
に
依
存
す
ろ
も
の
で
た
い
と
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。

1

1拙
著
「
支
那

ι於
け
る
特
殊
通
貨
の
研
究
・
障
剖
制
度
内
研
究
」
、
参
問
、
l
j
v

O 

債

僚

の

尺

1Jl: 

十
問
、
設
が
閣
の
通
貨
朕
態
に
於
て
は
、
本
位
貨
幣
在
る
も
の
は
既
に
事
質
上
有
指
せ
宇
、
現
令
遁
貨
と

L
て
は
日
本
銀
行
中
部
た

る
紙
幣
が
主
た
る
も
の
で
あ
り
、
支
挽
決
消
に
働
く
も
の
と
し
て
は
、
銀
行
間
金
が
む
し
み
、
回
世
倒
的
た
る
地
位
を
占
め
て
居
る
。



従
来
の
貨
幣
愚
者
の
説

K
Z
れ
ば
、
貨
幣
は
、
交
換
心
一
般
的
媒
介
物
売
る
と
共
忙
、
亦
、
慣
値
の
尺
度
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と

云
ふ
。
貨
幣
が
、
交
換

ω
一
般
的
媒
允
物
た
る
の
駄
に
つ
き
て
は
、
既
に
蓮
ぺ
た
る
が
知
〈
で
あ
る
。
そ
の
慣
値
の
尺
度
た
る
の
賠

に
つ
い
て
は
、
昌
一
か
己
、
に
遁
ベ
友
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
慣
佑
の
尺
度
T

ど
い
ム
意
味
は
、
一
般
に
商
品
及
び
弊
務
白
交
換
債
値
は
、
貨

幣
の
慎
偵
を
以
で
表
示
せ
ら
れ
得
る
と
い
¥
ム
己
と
で
あ
る
。
亡
の
揚
合
陀
於
て
、

r

謂
ム
所
の
貨
幣
の
慎
値
た
る
も
の
は
、
金
属
主
義

沃
の
製
設
に
於
て
は
、
貨
幣
素
材
た
る
金
属
特
に
金
の
使
用
慣
値
に
外
注
ら
む
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
と
交
換
せ
ら
る
h

商
品
若
し
く

は
持
務
の
慣
値
は
、
乙
れ
に
謝
し
て
或
は
騰
貴

ι或
は
下
落
す
る
の
閥
係
忙
あ
る
と
見
る
の
で
あ
る
。
す
た
は
ち
、
貨
幣
慣
値
た
る

も
の
は
、
悲
準
物
尺
の
如
く
に
、
不
動
な
る
も
の
で
あ
り
、
絶
封
的
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
貨
幣
慣
値
そ
の
も
白
が
騰
貴
す
る
と
か

下
落
す
る
と
か
い
ふ
と
と
は
、
比
喰
的
に
の
み
理
解
せ
ら

z
h所
と
た
す
の
で
あ
る
。
貨
幣
慣
値
そ
の
も
の
a
h

騰
貴
と
か
下
落
と
か

と
い
ふ
乙
と
は
、
償
値
の
尺
度
と
い
ふ
も
の
h
維
来
の
意
味
に
於
て
は
、
不
可
能
た
る
も
D
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

然
L
一
な
が
ら
、
か
h
る
見
解
は
、
舎
の
使
用
慣
値
を
以
で
、
貨
幣
の
慣
値
の
塞
準
で
あ
る
と
註
ず
所
の
金
属
主
義
派
閥
申
設
の
下
に

於
て
の
み
理
解
せ
ら
る
h

所
で
あ
る
。
元
来
、
純
金
の
量
日
七
百
五
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
以
て
慣
格
の
車
位
と
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

本
位
金
属
の
一
定
の
品
位
量
目
の
も
つ
交
横
債
値
を
以
て
、
慣
値
の
基
準
と
す
る
と
い
ふ
己
主
で
あ
っ
て
、
そ
の
使
用
慣
値
を
以

て
‘
慣
備
の
基
準
と
ず
る
と
い
ふ
と
井
で
は
た
い
。
従
っ
て
、
E
の
揚
合
に
於
て
も
、
そ
の
謂
は
ゆ
る
基
準
た
ろ
も
の
は
、
比
数
で
あ

る
か
ち
相
封
教
で
あ
り
、
可
麹
敢
で
あ
っ
て
、
絶
叫
割
教
で
は
在
〈
、
士
た
不
動
の
教
で
も
た
い
。
物
尺
の
場
合
に
於
け
る
尺
度
と
い

ふ
も
白
と
意
味
を
異
に
す
る
。
と
の
と
と
は
、
更
に
、
管
理
通
貨
制
度
の
場
合
の
畑
〈
、
何
等
の
賃
値
貨
幣
と
A
L
換
せ
ら
る
h

乙
と

な
苦
紙
幣
、
而
も
そ
の
使
用
慣
値
も
変
換
慣
値
も
素
材
と
し
て
は
何
等
言
ふ
に
足
ら
ざ
る
も
の
し
か
も
た
ざ
る
紙
幣
の
如
き
に
至
つ

て
続
々
明
ら
か
で
あ
る
。

A
M
岡
崎
本
位
制
度
、
例
へ
ば
、
金
貸
本
位
制
度
に
あ
っ
て
も
、
慣
栴
の
泉
準
す
た
は
ち
尺
度
と
い
ふ
己
と
、
物
尺
の
尺
度
と
い
ふ
も

油
画
界
へ
の
通
貨
の
費
生
樹
被
&
一
一
一
一
一
の
問
題

第
五
十
七
巻

。
互孟

第一一一強

句.



協
調
界
へ
の
誼
貨
回
投
生
消
滅
と
二
三
四
問
題

第
五
十
七
巻

O 
六

第一一‘蹴

四

の
と
は
全
く
意
味
を
同
時
に
す
る
も
の
で
あ
っ
宅
、
こ
の
雨
者
を
同
一
一
服
す
呂
己
止
は
甚
だ
し
昔
一
課
謬
で
あ
る
。
ず
左
は
ち
、
後
者
に

あ
り
で
は
、
長
さ
は
1

絶
叫
割
的
基
準
を
以
て
測
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
今
日
の
科
事
白
詐
す
範
闘
に
於
て
、
そ
れ
自
身
伸
縮
す
る
こ

と
の
殆
と
た
古
物
牒
1
i
一
入
七
五
年
商
園
度
量
衡
保
約
に
於
て
は
、
白
金
一
イ
リ
デ
ィ
ユ

1
ム
合
A
R
t

て
作
成
せ
る
も

D
I
l
l
E
以

て
某
準
尺
度
と
た
し
、
そ
れ
忙
他
白
す
べ
て
の
も
の
を
封
比
し
て
、
手
一
の
長
を
測
る
白
で
あ
る
。
然
る
に
、
債
格
の
尺
度
と
い
ふ
揚

合
に
於
て
は
合
貸
本
位
制
度
の
下
に
於
て
も
、
そ
の
債
格
の
基
準
友
る
も
の
は
絡
封
的
の
・
も
の
で
も
た
〈
、
ま
た
不
動
の
も
の
で
も

左
い
。
純
金
目
量
日
七
百
五
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
と
い
ふ
重
量
自
身
は
、
絶
封
的
の
-
も
の
で
あ
り
、
不
動
の
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ

の
債
格
な
る
も
の
は
、
す
訟
は
ち
、
そ
白
交
換
債
値
た
る
も
の
は
、
初
め
よ
り
、
そ
れ
と
交
換
せ
ら
る
べ
き
他
物
止
の
比
較
で
あ
る

か
ら
、
相
針
的
の
も
の
で
あ
り
、
可
動
D
も
の
で
あ
る
o

交
換
せ
ら
る
ミ
相
手
の
も
の
が
、
よ
り
多
〈
奥
へ
ら
昌
弘
と
き
は
、
七
百

五
十
ミ
リ
グ
フ
ム
の
量
一
目
の
純
金
自
債
格
は
増
加
す
る
の
で
あ
り
、
上
り
少
〈
興
へ
ら
る
、
と
き
は
、
と
の
債
格
は
減
少
ず
る
の
で

あ
る
。
既
忙
、
貨
幣
の
債
値
そ
の
も
O
が
、
増
減
す
る
所
。
も
の
で
あ
る
。
己
の
貼
忙
於
で
、
金
属
主
義
派
白
皐
説
は
、
憤
値
の
尺

度
な
る
概
念
に
誤
謬
を
以
て
出
褒
し
て
居
る
と
見
左
け
れ
ぼ
た
ら
ぬ
。

然
ら
ぽ
、
貨
幣
は
、
債
値
の
尺
度
と
は
た
り
得
た
い
も
の
で
あ
る
か
?
、
貨
幣
は
バ
右
に
辿
ぷ
る
如
く
絶
劃
数
の
意
義
忙
於
て
は
.

慎
他
の
尺
度
と
は
な
り
得
左
い
。
然
し
、
相
劃
敢
白
意
義
に
於
て
は
慎
値
の
尺
度
で
あ
る

c
T
註
は
ち
、
す
べ
て
の
も
の
が
、
貨
幣
陀

封
比
し
て
、
そ
の
債
値
が
測
定
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
己
と
で
は
注
〈
、
一
一
つ
の
も
の
が
、
同
時
に
川
貨
幣
に
封
比
す
る
己
と
に
よ
り
、

己
の
こ
う
の
も
の
相
互
白
慣
値
の
比
が
測
定
せ
ら
る
ミ
と
い
ふ
意
味
陀
於
て
、
貨
幣
は
慣
値
の
尺
度
た
る
の
で
あ
る
。
す
左
は
ち
、

米
石
が
十
八
闘
で
あ
り
、
同
時
民
、
附
子
一
個
が
六
闘
で
あ
る
と
い
ふ
己
と
に
よ
っ
て
、
米
一
石
は
柑
子
一
ぺ
一
個
陀
等
し
い
E
と
が

分
る
と
い
ふ
意
味
比
於
て
、
貨
幣
は
債
値
の
尺
度
た
の
で
あ
可
申
。
そ
し
て
、
ま
売
そ
の
意
味
に
於
で
、
貨
幣
債
値
の
名
檎
曜
位
た
る

闘
ベ
ソ
、
ギ
ル
ダ
ー
等
は
、
債
値
白
単
位
左
の
で
あ
る

U

ー
一
入
・
八
・
一
ニ
O
i




